











いがクラスの人気者である。出版社に勤めている母と、祖父との三人家族。母の仁子は、 家庭が貧しいからと言ってもおしゃれには手を抜かず、週末には楽しそうにデートに出かける。祖父の隆一郎は、散歩の途中で出会う年配の女性にしばしば恋をしては、孫に恋愛相談を持ちかける。クラスの担任で、サッカー部の顧問 もある桜井先生は、秀美の悩み相談に乗ってくれる「話 わかる」大人の男で 。秀美は、本 読むことなど、彼から多くの影響を受けている。秀美の恋人・桃子 ショットバーで働いている年上 女性。学校で起きた出来事に思い悩んでいる秀美に対して、大人の女性としてアドバイスする、彼の良き理解者 ある。　
秀美は、 クラスメイトから「大学に行かないとろくな人間になれない」
と言われる。大学に進学すべき 就職すべきか迷っていた彼に、桃子「その気持ちは、焦燥と言い、これまで沢山の小説にあらゆる方法で書かれていることだ」と教えた。また、ある日、桃子が昔の男と会ってい
た事実を知り、愕然としていた秀美に、女友達から借りた詩集が気持ちを落ち着かせるのに役立った。さらに、 「芸術というものはあらゆる無駄から生み出され 」という桜井先生の言葉を聞き、恋愛における芸術的要素について、自分と桃子の立場に置き換えて考えたりしたこともあった。このように、秀美は日常生活の中で、周りの人物からの助けを借りつつ、芸術、特に文学 ら学ぶことは多く、それらが彼自身を成長させているものだと知った。秀美は大学 進学し、文学を学ぶことを決意する。　
九つの章には、テーマが共通していないように見受けられるが、実は






























ことの最大級の価値は〈女の子にも こと〉 、 〈 気者でいること〉なのである。そして、それをやってのけるには、 〈 い顔〉をしていることが不可欠になるという。　「ぼくの母は、いつも格好の良い男になるのよ、と、ぼくを諭してくれたのだ」 、 「ぼくは、 〈いい顔〉をし いて女 もてる男を無条件に尊敬する」 、 「どんなに成績が良くて、りっぱなことを言えるよ な人物も、その人が変な顔で女にもてなかったらずい分と虚しいような気がする」 「 〈いい顔〉をした人物の書く文章はたいていおもしろい」などという秀美の発言がある
（４）
。つまり、 〈いい生き方〉をしている、 〈いい内面〉
をもった人物は、たいて 〈いい顔〉 、 〈い 外見〉をしている。これが、秀美の獲得した一つの価値観である。
　
第五章『○をつけよ』では、秀美が価値判断の基準を身につけた、あ
る出来事が語られている。ある日、彼は財布に入れていた避妊具を、運の悪いことに、学年主任の佐藤先生の前で落としてしまった。佐藤先生は「不純異性交遊だ」と咎め、これだから勉強が出来ないのだと言い捨てた。その説教を聞いて嫌気がさした秀美は、いつも悩み相談に乗ってくれる桜井先生に話 持ちかけた。 「 ような、余計なお世話で善し悪しを、二通りだけでつけていく人にならない に 努力することは出来る」 桜井先生は、これか 社会に出て行く秀美に対して、このようにアドバイスをした。　
秀美はそのアドバイスを受け、次のように結論を出した。 「ぼくは、















意するほど〈精神〉が強い。しかし、そんな彼女の悩みは、貧血症 彼女の〈体〉である。気分 悪 間は何も考えられなくなり そんな自分が気に入らない 、彼女は語っている。では、秀美の場合はどうか。恋人・桃子 よると、彼は時々、詩人のようなロマンティックなことを口にするが、空腹の時は 自分の〈体〉 満たす目の前の食べ物のことしか考えていないという。　
この〈精神的苦痛〉対〈肉体的苦痛〉の問題は、植草が骨折すること
で決着がつく。彼は足の痛みに耐えられなくなって、普段口にしている哲学的な〈心〉の悩みよりも、いま目の前の〈体 の痛みのほうが深刻であること認めたのだ。　
普段から〈心〉が強くても、 〈体 に不調があらわれた時に その





つこともあるのだということを実感する出来事が起こる。恋人の桃子と一時、破局の危機をむかえる になった秀美は、彼女のアパートへ行き、部屋のドアをノックする。彼は「握り拳が腫れる程、力任せにドアを叩 続けた」 。その時、 「彼女は、僕 会い くないのだ。あ いは、会えない事情があるのだ」と悟り、呆然としてしまった。そして、仕方なしに家路につく に、 「 〈心〉の不安は、 〈肉体〉なんぞにかまってはいられないのだ」と実感した さらに 眠 ことも食べることもままならな 秀美は、 「初めて、 〈体〉 コントロールするものが何であるかを悟った」という。つまり、ここでは、 〈心〉 不安は〈肉体〉 コントロールが効かないほど、自分を支配 てしまうことを知ったのだ。　
第四章『健全な精神』で、桃子とすれ違いが生じてしまった秀美が、
幼な馴染みの真理に相談を持ちかけに行く。真理の主張は う 。 「 〈が健全 のは基本なのよね。 （中略）でも 〈精神状態 も、健全だ てのは困るのよ。もっと、不純じゃ きゃ。いやらし ない って、つまんないよ」 。 〈体〉は健全で、 〈心〉は不純 のが理想だという。秀美はなかなか説得力のある言葉だと思　
翌日、彼は偶然にも体育教師の口から「健全な〈肉体〉に健全な〈精






神〉を宿すのには、 「長い時間と高等技術が必要みた な 」と悟った。〈心〉と〈体〉のバランスはとても大事で、 〈肉体〉だけを鍛えても、そこに健全なる〈精神〉はなかなか宿らない いうことだ。　
さらに、第六章『時差ぼけ回復』で、 心〉と〈体〉は不可分である






















































沼野充義 「 「女にもてる」 と 「勉強ができる」 ではどっちがいいんだろう」
（ 「早稲田文学」一九九三年八月）
